
広報ヲ え《
M
L

Bi1和58it-2 j 16日

第 881 ~j-

毎月 1日・ 16日発行

親子で楽しく ..... 

1月30日から 31日にかけて、菅平で「親子スキー教室」が聞かれました。 この教室は今回が初めての企画で、

13組 26人の皆さんが参加 しました。

皆 さんは、親子で助け合いながら楽しくスキー技術を学び、「来年もぜひ企画して欲ししりと話し ていました。

主な内容
市民と市長の日

毎月 1日に行っていま す「市民と市長
の 日」を、来月は都合 により 3月2日附
午前 9時から午後 4時ま で、 市役所3
階市長室で行います。お気軽におでか
けくださし、。

交通渋滞を考える⑥…・・・・一一一-一・・・・…・ー・・・…一-一…・・ー 2 ・3ページ

昭和56年度の決算を公表します…・ー……一…一一一一....4~6 ページ

春の火災予防運動 ・2月28日-3月13日・・・…・......一…・一一・7ペー ジ

水道料金が変わ ります一-……・・・・一.......一一...…一.......8・9ページ

お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . .. •.. . •...•...•..• ............10 ・11ペー ジ

人権擁護委員 、 5名の皆さんに委嘱・一....一…一..一一....…一・ 12ペー ジ

農 地問題相談日

「農地問題相談」を 3月1日附午前

8時30分から午後 5時まで、市役所2
階農業委員会事務局で行います。お気

軽におでかけ ください。
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上田市交通渋滞対策会議で決定

4
月
中
に
四
方
策
で
実
施

上
田
市
交
通
渋
滞
対
策
会
議
は
、
二
月
七
日
に
総
会
を
出
勤
、
②
ノ

l
カ
l
デ
l
、
③
二
輪
車
へ
の
乗
り
換
え
、

聞
き
、
「
あ
な
た
の
協
力
ゆ
と
り
の
通
勤
マ
イ
ナ
ス
一
④
公
共
交
通
機
関
へ
の
乗
り
換
え
」
の
四
つ
の
方
策
か
ら

0
0
0台
運
動
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
交
通
渋
滞
解
消
な
っ
て
お
り
、
四
月
中
に
は
実
施
す
る
予
定
で
す
。

策

を

、

正

式

に

決

定

し

ま

し

た

。

そ

の

内

容

は

、

「

①

時

差

一

--

、 、ヲ唱z・・ _.. .....，_~晶画a・・h園町置....................... ; .

消には、電車・パスといった公共交通機関の利用も大きな比
めています。(上国交通別所線の赤坂上駅で)

、• 

上
田
市
交
通
渋
滞
対
策
会
議
(
会
長

小
山
商
工
会
議
所
会
頭
)
は
、
二
月
七

日
、
市
役
所
で
総
会
を
開
き
、
さ
き
に

同
会
議
小
委
員
会
で
案
と
し
て
承
認
さ

れ
た
四
つ
の
方
策
か
ら
な
る
交
通
渋
滞

解
消
策
を
正
式
に
決
定
し
、
四
月
中
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
解
消
策
を
市
民
総
ぐ
る
み
の
運
動

と
す
る
た
め
、
「
あ
な
た
の
協
力
ゆ
と

り
の
通
勤
マ
イ
ナ
ス
一

O
O
O台
運

動
」
の
名
称
で
実
施
す
る
こ
と
も
決
定

し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
及

び
事
業
所
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件

に
合
っ
た
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
「
①

時
差
出
勤
、
②
ノ

l
カ
|
デ

l
、
③
自

転
車
バ
イ
ク
へ
の
乗
り
換
え
、
④
公
共

交
通
機
関
へ
の
乗
り
換
え
」
の
四
つ
の

方
策
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
を
定
着
さ
せ
る
に
は
、
マ

イ
カ
ー
通
勤
者
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
イ
カ

ー
通
勤
者
が
勤
め
る
事
業
所
の
事
業
主

及
び
労
働
組
合
の
皆
さ
ん
に
運
動
の
主

旨
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
事
業

所
ぐ
る
み
の
積
極
的
な
協
力
が
必
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
上
田
市
交
通
渋
滞
対

策
会
議
で
は
、
従
業
員
三
十
人
以
上
の

約
二
百
八
十
事
業
所
へ
協
力
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
各
事
業
所
が
ど
の
よ

う
な
方
法
で
実
施
す
る
の
か
を
調
査
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
二
月
中
に
行
い
ま
す
。

す
で
に
、
上
回
商
工
会
議
所
で
は
、

』
同
月
二
十
日
柏
岡
仰
瞳
内
記
判
年
議
唱
自
国
日
畦
久
ミ
で

ど
二
輪
車
へ
の
乗
リ
換
え
を
推
選
す
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
特
に
通
勤
距

離
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
マ
イ
カ
ー

通
勤
者
に
推
進
す
る
。
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湿
し
、
近
く
問
委
員
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
・
こ
の
委
員
会
て
は
、
上
田
市

交
通
渋
滞
対
策
会
議
で
決
定
を
み
た
渋

滞
解
消
運
動
に

つ
い
て
協
議
し
、
各
事

業
所
へ
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

②
事
業
所
内
で
従
業
員
を
分
け
て
時
差

出
動
す
る
方
法
と
、
事
業
所
単
位
で

時
差
出
動
す
る
方
法
が
あ
る
が
、
各

事
業
所
で
可
能
な
方
法
を
取
る
。

ど
二
輪
車
へ
の
乗
り
換
え
を
推
進
す
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
特
に
通
勤
距

離
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
マ
イ
カ
ー

通
勤
者
に
推
進
す
る
。

ゆ
と
り
あ
る
通
勤
は
み
ん
な
で

公
共
交
通
機
関
へ
の

乗

り

換

え

ノ
!
カ

l
デ

l

「
交
通
渋
滞
を
考
え
る
」
で
お
知
ら
せ

し
て
き
た
よ
う
に
、
大
多
数
の
マ
イ
カ

ー
通
勤
者
は
渋
滞
に
よ
り
な
ん
ら
か
の

影
響
を
受
け
、
な
ん
ら
か
の
解
消
策
を

願
い
、
解
消
策
が
で
き
れ
ば
協
力
を
惜

し
ま
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
(
図
①
②

③
)
。
そ
の
解
消
策
は
、
二
月
七
日
の
上

田
市
交
通
渋
滞
対
策
会
議
で
決
定
し
、

四
月
中
に
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

あ
な
た
自
身
で
考
、
ぇ
、
あ
る
い
は
事

業
所
ぐ
る
み
で
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
条
件
に
合
っ
た
方
法
を
選
び
ま
し
ょ

「
あ
な
た
の
協
力
ゆ
と
り
の
通
勤

マ
イ
ナ
ス
一

O
O
O
台
運
動
」
は
、
時

差
出
勤
な
ど
四
つ
の
方
策
か
ら
な
り
、

朝
の
通
勤
時
間
帯
(
午
前
七
時
l
九
時
)

に
集
中
す
る
マ
イ
カ
ー
を
、
時
間
的
に

分
散
さ
せ
る
か
抑
制
す
る
二
つ
の
方
法

を
取
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、

マ
イ
カ

ー
を
最
低
一

0
0
0
台
減
少
さ
せ
て
交

通
渋
滞
の
緩
和
を
図
り
、
マ
イ
カ
ー
通

勤
者
の
時
間
的
損
失
を
な
く
そ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

す
で
に
、
五
回
に
わ
た
り
シ
リ
ー
ズ

が

、

ら

識

上

か

会

以

人

策

人

ω

対

却

J

滞

員

2

渋

業

施

通

従

実

交

る

に

市

あ

象

固

に

対

上

区

を

、

地

人

は

岸

田

ト

右

良

川

す

一

川

口

で

ケ

曲

H
U

果

ン

千

臼

結

ア

の

功

答

の

市

ド

回

こ

回

討

た

上

回

得

ぅ
。
ゆ
と
り
あ
る
通
勤
は
、
み
ん
な
の

協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
し
ま
せ
ん
。

「
マ
イ
ナ
ス
一

0
0
0
台
運
動
」
の
柱

と
も
言
う
べ
き
、
四
つ
の
方
策
の
実
施

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
が
、
十
日
に
一
度

ノ
l
カ
l
デ

l
を
実
施
す
る
。

②
平
均
し
て
マ
イ
カ
ー
台
数
を
減
少
さ

せ
る
た
め
、
事
業
所
内
で
マ
イ
カ
ー

通
勤
者
を
十
班
に
分
け
て
輪
番
制
な

ど
で
実
施
す
る
。

③
各
事
業
所
単
位
で
曜
日
を
決
め
て
実

施
す
る
。

①
現
行
の
運
行
状
況
で
も
乗
り
換
え
の

で
き
る
人
か
ら
乗
り
換
え
る
。

②
現
状
の
公
共
交
通
機
関
で
は
困
難
な

面
も
あ
る
の
で
、
次
の
改
善
を
関
係

機
関
に
お
願
い
し
な
が
ら
推
進
し
て

川
競
合
パ
ス
路
線
の
運
行
の
調
繋

ωパ
ス
、
電
車
の
増
発

ωパ
ス
、
電
車
の
接
続
の
改
善

凶
共
通
乗
車
券
の
発
行
、
及
び
運
賃

の
見
直
し

同
パ
ス
路
線
の
新
設

時

差

勤

出

だ

①
事
業
所
の
始
業
時
刻
を
繰
り
下
げ
、

ま
た
は
繰
り
上
げ
て
、
各
事
業
所
の

マ
イ
カ
ー
通
勤
者
が
渋
滞
時
間
帯
を

避
け
て
通
勤
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

え

二
輪
車
へ
の
乗
り
換
え

つ一(3)一一一昭和58年 2月16日 広報

全
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
に
、
自
転
車
な

マイカ一通勤者意識調査

無回答1.8%(39人)

今のうちに何らかの手を打つ
べきだ。

渋滞により何らかの影響を
受けている。

解消策が実施されたら協力
て・きる。

な
，、

ー

し

)

も
よ
%
人

-
-
f
l
、
n
u
A
-

J
L
r
'
i

・
組
処

な
く
2

(
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昭和56年度の決算を公表します
昭和56年度一般会計、特別会計、公営企業会計の決 特別会計は、各会計とも計画どおりの事業を行い、

W、12月定例市議会で認定されましたので、その内 国民健康保険事業、公共下水道事業など 7会計とも黒

終公表します。 字で決算を終了しました。

-~会計は、 収入総額207億7 ， 476万余円、支出総額 公営企業会計は、独立採算制を目途に努力し、農業

が億4，195万余円で、差し引き 2億3，280万余円の黒字 共済事業、産院事業については黒字決算で終了しまし

械で終了しました。なお、実質収支は、翌年度繰越 た。水道事業については、給水収益、水道利用加 入金

目(繰越明許費)1，228万円を差し引き、 2億2，052万余 が伸び悩み、義務的経貨は節減したにもかかわらず増

附黒字となりま す。こ れを前年度と比較すると、収 加し、赤字決算となりました。

入総額では10.4%、支出総額では 11.0%それぞれ伸び (注)グラフなどの万円未満は、切り捨ててあります。

ています

仁]自主財源 I I依存財源

諸支 出金 8，398万円 (0.4 ~ó) 

コ強 会費 21意1，231万円 (1.0%)

コ労働費 3和 13JJfIl(1協)

ー一ー「
円笠復旧費 31章7，202万円(1.8%) 

61章 106万円 (2.9%)

2，604万円(10.8%) 

2，209万円(13.3%) 

v一般会計歳入~億JJÐI~万円 l

7-開 (38.0%)市 4
27憶8，6悶円(13物)国庫支出金 1 

26憶4，290万円 (12.7%)市 債

22憶2，928万円 (10.7%)地方交付税

15憶 3悶円 |(7.2%)諸収入

|相，521万円 |(6.0%)県支出金

創意3，293万円 (4仇)I純金負担金

3憶9，304万円(1捌繰入金亡コ
3憶1.759万円(1 .50

/0)繰越金[コ
3憶 332万円(1.5%)財産収入[コ

2憶2.324万円(1.1%)地方向 口

抑…(1.1%)使用料手掛口

11!3，100万円 (0.6%)白話器口

4，818JJfIl (0.2%)寄付金U
交通安全対策特別交付金日
1，338万円 (0.1%)U 
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惨昭和56年度から進められていた上田城西得(やぐら)の改修工事が

昨年10月に完成。

V 太陽熱のソーラーシステムを導入した新しい老人福祉センターが

昭和56年 10月に完成。

一般会計の主な使いみち

老人医療費給付金 5億 2，827万円

老人福祉センター建設工事費 3億 142万円

同和対策生活環境整備費 2億7，135万円

養護老人ホーム改築工事費 2億 5，038万円

東塩田保育園建設工事費 1億9，229万円

児童手当支給額 1億5，053万円

農地費 7億 3，526万円

(うち、小牧橋建設事業は1億9，862万円)

農業振興費 2億 8，071万円

同和地区農業振興費 2億 1，751万円

農村総合整備モデル事業費 1億6，967万円

農業改善事業費

道路改良舗装工事費(266件)

自然運動公園整備工事費

市営住宅建設費(古里団地)

都市計画街路事業費

上田原団地住戸改善事業費

橋りょう新設改良工事費

l億 3，171万円

6億6，167万円

5億 1，709万円

2億7，567万円

2億2，508万円

1億9，173万円

1，899万円

学校建設用地費
(南小、神科小)

学校建設工事費
(北小、神科小)

小中学校改修
工事費

塩尻地区公民館
新築芸事費

上田城西惚
保存修理費

第 881 ちー~
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=昭和56年度の決算状況=

特別会計の事業状況

882万円

特別会計の収支決算

4エ 業 名 決 算 も臼

土 地 取得事業
歳 入 : 3{意4，103万円

1歳 出 3億 2，882万円

J:_&固有 線放 送 電 話 事 業
歳入 4，327万円

歳 出 3，828万円

国民健康保 険 事 業
歳入 33億 377万円

歳 出 32億7，765万円

交通災害共済事業
歳入 2，828万円

歳 出 2，663万円

福 祉事業 セ ン タ一事業
歳入 1億2，729万円

歳 出 1億2，626万 円

同和地区住宅新築 歳入 6倍、5，519万円

資金等貸付事業 歳 出 6億4，681万円

公共 下水 道事業
歳 入 15億 2，435万円

歳 出 14億8，616万円

歳入 ' 60億2，322万円
メELI 計

歳 出 j 59億3，064万円

公営企業会計の収益的収支決算

4人工L 業 名 決 算 富買

農業共済事業
歳入 : 2億 2，037万円

歳 出 t 2億 497万円

産 院 事 業
歳入 ー 2億 298万円

歳 出 I 2億 233万円

7.1<. 道 事 業
歳 入 : 8億7，920万円

歳 出 8{意8，186万円

公営企業会計の資本的収支決算

jf、L 業 名 決 算 も~R

農業共済事業
歳入 l

歳 出 i

産 院 事 業
歳入: 226万円

歳 出 : 466万円

水 道 事 業
歳入 : 6億4，473万円

歳 出 ; 7億1，068万円

1農業共済事業

。農作物共済関係被害

被害者数 170人、支払共済金394万円

。蚕繭共済関係被害

被害者数45人、支払共済金296万円

つ家畜共済関係事故

①死療事故 (454頭 )支払共済金 1，588万円

②病傷事故(1，424件 )支払共済金 1，047万 円

。果樹共済関係被害

被害者数53人、支払共済金520万円

。畑作物共済関係

~ I 受:な し
。園芸施設共済関係被害

被害者数 5人、支払共済金28万同
情院事業

コ病院経営の主体である 利用者数

入院忠者数 延 べ 7，756人

外来患者数 延べ 11，922人
出生数 539人

t木造事業

内給水の4犬I兄

給水戸数 28，429戸

給水人口 92，682人
年間有収水量 11 ，321，949 m、

年間j総配水量 16.264.907m' 
拡張工事の概況

か所数 41か所、工事費 5億
‘連設改良工事の概況

か所数 39か所、工事費 7，098万円

保存T1手の概況(30万円以上)

か所数 48か所、工事費 5，323万円

公営企業会計の事業状況

は地取得事灘

公イ1・財産購入状況(4件 )

'事国有線放送電話事業

加入者数 3，679戸

e国民健康保険事業

国民健康保険加入状況

世術数 13，865世情 (加 入率40.60%)

被似険者数 36，026人 (加 入率31.84%) 

保険給付4丈t兄
件数 297，514件

費用制 41倍(1，353万円

ペ受診弓;

年間 1人当 り 6.7引f件牛
3高額療j養撃費給付

1件キ数 5，3却94件
給付傾 2億8，080万円

t交通災害共済事業

3共済控|、金収入(93，589人) 2，246万円

υ見舞金支給額 (478件) 2，108万円

d学童ヘル メッ ト贈呈状況(1，400人)100万円

滑祉事業セ ンタ一事業

o fll用実 人員 115人

。作業工H 7，703万円

a同和地区住宅新築資金等貸付事業

3貸付額(100件) 4億4，610万円

1公共下水道事業

1公共下水道建設工事費

つ下水道処理場費

2偲:

9{意6，504万円

I億5，075万円

火
災
統
計
」
に
よ
る
と
、
月
別
の
火
災

発
生
件
数
は
、

三
月
を
中
心
と
し
た
春

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

864万円

|羽Hl¥しま

と稲作を
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火
の
用
心

心
で
用
心

自
で
用
心

春
の
火
災
予
防
運
動
・

2
月
m
H
i
3
月
日
日

だえつ一 (7)一一一一昭和58年 2月16日 広 報

火災の発生件数は春に集中しています。

「
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
、

一
一
月
二
十
八
日
川
か
ら
三
月
十
三
日
川

ま
で
の
二
週
間
、
全
国
い

っ
せ
い
に
行

わ
れ
ま
す
。
今
回
の
統
一
標
語
は
砂
火

の
用
心
、
心
で
用
心
、
自
で
用
心
~

こ
の
季
節
は
、
気
象
の
変
化
が
激
し

く
、
空
気
が
乾
燥
し
た
り
、
春
特
有
の

突
風
が
吹
く
な
ど
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
条
件
が
そ
ろ

っ
て
い
ま
す
。

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
が
ま
と
め
た
「
昭
和
五
十
七
年
、

火
災
統
計
」
に
よ
る
と
、
月
別
の
火
災

発
生
件
数
は
、

三
月
を
中
心
と
し
た
春

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

火
災
予
防
運
動
は
、
市
民

一
人
ひ
と

り
が
防
火
の
心
が
け
を
新
た
に
し
、
人

命
や
財
産
を
み
ん
な
で
守
る
た
め
に
行

わ
れ
ま
す
。
火
の
も
と
に
は
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
重
点
目
標

①
身
体
不
向
由
者
な
ど
を
中
心
と
し
た

焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

②
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

③
防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火
安
全
の

確
保

(
特
に
旅
館
、
ホ
テ
ル
な
ど
の

迎
マ

l
ク
制
度
の
徹
底
な
ど
)

④
防
災
機
器
な
ど
の
普
及
の
推
進

⑤
異
常
乾
燥
時
、
及
び
姐
風
時
の
火
災

発
生
防
止
対
策
の
徹
底

20 
一一一上小広域(81件)

〈
ー上岡市内(44件)

15 
1/ 

10 ，、
， 

I~ 、7

シ
， 

は
， 、‘ トく5/ 、、 ~ 5 

は/
内

4 ，、

隠
、

/・、
、

2: ¥2 ， 
4 、.， 、 d 

w・v 2 
1 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 10 111 12 

昭和57年月別火災発生件数表

社会保険出張相談日 文化講演会を開催します
(3月〕

市教育委員会では、次により文化講演会を開催しま

*千幽川左岸地区
第 1火11伝日 1日 す。 多数の皆さん、御参加ください。

穿~ 3火H伝日 15日 と き...3月12日(U午後 1時30分
会士会・・松尾工業株式会社(川辺町)

ところー 消防会館 3階会議室 (上回公園前)

女子幽川右岸地区
第 2火曜日 8日

演 題ーー「日本基層文化と八ヶ岳山ろく焼畑 と稲作を第 4火曜日 22日

会場…上回商工会議所(大手町) i亘って」

0各会場とも午前 9時~午後 3時 講 師 ・・国立歴史民俗博物館・坪井洋文教段

一



きなくなっ

たいへん不

も致命的な

の給配水に

円から 9億

なければな

102 

規定によ

は母 f及び

条第 lJflに

状差してい

おに限る。)

トルて'ある
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やむを得ず料金改定 現行料金と改定料金の比較表

増える借入金返済 ①基 本 料 金

伸び悩む収入

水道事業は、 地方公営企業法 とい う法律 によ って、

↑べての事業活動に必要な経費を料金収 入で賄 う「独

減算」が建て前に なってい ます。 しか し、 将来に わ

わて水を安定供給するために行って いる工事は、 そ

円ほとん どの資金が企業債の借 り入れに頼らざるを得

iせん。この借入金の返済が水道事業を苦 しくしてい

iすが、断水になることを考え ますと工事をやめ るわ

:tにいきません。

経j高が低迷 している昨今、冷夏などの気象的条件 も

iなって、水需要が鈍化 し、料金収 入が伸 び悩 んでい

iす。

そこで、今回、やむを得ず料金の改定を お願 いす る

』のです。

改定率30%未満の
使用者が半数

日常生活への影響最少限に

新しい料金は、「新水道料金表」のとおりですが、料

t改定率の平均は31.83%です。

料金改定の主な内容は次のとおりです 0

3家庭で使用する水道料金の改定率を低〈

口径別料金体系により料金が決められていますが、

家庭て肝二、使用いただく口径13ミリの量水器使用者(全

体の使用者の92.5%を占めている)については、市民

の日常生活への影響を考慮し、改定率が低くなって

います。

使用実態からみると、基本水量(1か月 8m')以下

の使用は7，409件(全体の約 4分の 1)ありますが、

この方々は改定率18.6%です。

普通に使っているご家庭(平均使用水量 1か月 17m')

の方は、 現行1，015円が295同値上がり 1，310円(29.1

九増)になり ます。

また、口径13ミリ、 20ミリ、 25ミリの小口使用者

の皆さんに対しては、従来どおり 8肘使用までの水

量料金を O円(無料)とし、生活用水については、料

金負1fJ.をで きるだけ軽くしました。

1生活保護世帯、母子世帯は基本料金を減免

水道料金審議会の「料金改定について」の答申付

帯意見を受けて、生活保議などの低所得世帯に対し

ては、基本料金を 2分の 1としました。生活保護世

帯の皆さんは福祉事務所からの通知により適用し、

量水器の口径 現 行料金 改定料金 改 定 率

mm 
430F 510円 18.6% 13 

20 800 980 22.5 

25 1，130 1，420 25.7 

30 1，930 2，460 27.5 

40 2，950 3，820 29.5 

50 4，970 6，180 24.3 

75 10，960 14，070 28.4 

100 17，890 23，260 30.0 

125 26，970 35，220 30.6 

150 38，770 50，440 30.1 

②水量料金 (1m'につき)

量水器の口径 使用水量 現行料金 改定料金 改定率

1 m'以上 8m'以下
。円 。向 F吾

13mm、20mm
9 m'以上30m'以下 65 89 36.9 

25mm 
31m'以上 74 102 37.8 

1 m'以上30m'以下 65同 89円
ラ6

36.9 
30mm 以上

31m'以上 74 102 37.8 

母子世帝の皆さんについては、届け 出によ り適用さ

れます。

③ 料金計算期間は58・59年度の 2か年間

新しい料金の適用は、 4月 1日使用分からになり

ますが、料金計算期間は58年度から59年度までの 2

年間になっ ています。これは経営の健全性と料金の

安定性との調和 と、現下の厳 しい経済情勢を考え合

わせ て計算 したこと によ ります。
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水道料金が変わります

4月使用分から新料金に
ー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー ーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーー-ーーーーーーー ーー ーー ーー ーーーーー

市の水道料金が、 4月 l日から変わります。

私たちの生活に欠かせない水道 の 水 を 断 水

することなく将来にわたって安定して供給す

るた め 、 市 水 道 局 で は 配 水 池 を 建設したり、

水 道管を布設していますが、こ れにはたいへ

んな費用がかかります。 この費用は、料金収

入 ではまかなえませんので、企 業債を借り入

れています。 このために企業債利息などが毎

年かさんで現行料金で水道事業を維持するこ

」

給
水
能
力
の
ア

ッ
プ
を
目
指
し
て
建
設
し
た
神
科
配
水
池

安定給水には巨額の資金

将来を見越した投資事業

きれいな水を常時、豊富に安定して供給す ることに

より 、市民の皆さんが日常生活や事業を安心 して営む

ことができます。 このためには、将来にむけて水道の

施 設整備や配水管の布設などを積極的に行っていかな

ければなりません。

水の需要が施設の能力を超えてしまったり、配水管

とが苦しくなってきました 。 しかし ながら、

水 道 施 設 の 建 設 に 手 を こ ま ね い ていたので廿、

地域によっては断水なとeの恐れ もあり 、市民:

の皆さんに迷惑をかけることに なりま す 。 11

そこで、水道料金審議会に料金改定 を諮り、 t

12丹市議会で改定案が承認されま した。新 し;

い水道料金は、 4月使用分から適用 され ます。

市 民 皆 さ ん の 御 理 解 と 御 協 力 を お 願いし ま:

す 。

が古くな って破裂 したときなどは 、給水できなくなっ

た り、断水になって しまい私たちの生活はたいへん不

便に なります。商工業を営んでいる皆さんも致命的な

影響を受けることにな ります。そこで、 将来の給配水に

支障のない よう建設計画を立て、毎年 8億円から 9億

円の巨額の資金を必要とする先行投資をしなければな

りません。

水道料金表

料 金 (1か月 )
量水器

7}:. 豆自正 料 金
の口径 基本料金

7}:. sヨ主， 料(1m'につ金き}

13mm 510円 1 m'以上 8m'以下 0円

20 980 9 m'以上30m'以下 89 

25 1，420 31m'以上 102 

30 2，460 

40 3，820 

50 6，180 1 m'以上30m'以下 89円

75 14，070 

100 23，260 31m'以上 102 

125 35，220 

150 50，440 

生活保護法(昭和25年法律第144号)の規定により

現に保護を受けている者である使用者又は母子及び

寡婦福祉法(昭和39年法律第129号 )第 5条第 1項に

規定する配偶者のない女子で現に児童を扶養してい

るものである使用者(管理者が別に定める 者に限る。)

の使用に係る量水器の口径が13ミリメー トルである

場合における 基本料金は、 2分の 1とす る。 -



土
曜
日
は
正
午
ま
で
、
日
曜
・
祝
日

は
休
み
)

縦
覧
場
所
:
・
市
役
所
本
庁
舎
一

階
資
産

税
謀

持
ち
物
・・・
本
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
印

鑑
、
代
理
人
の
場
合
は
自
分
の
印
鑑

と
代
理
人
選
任
届
か
委
任
状
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

決
定
し
た
評
価
額

O
昭
和
五
十
八
年
度
は
据
え
置
き
年
度

の
た
め
、
土
地
の
地
目
変
更
な
ど
の

異
動
や
家
屋
の
損
壊
及
び
新
増
築
・

改
築
な
ど
が
な
い
場
合
は
、
五
十
七
年

度
価
格
に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

O
地
目
変
更
や
家
屋
の
新
増
築
な
ど
が

あ
っ

た
場
合
は
、
新
し

い
評
価
額
な

ど
が
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
こ

の
期
間
に
御
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

審
査
の
申
し
出
・
・新
し
く
価
格
の
決
定

Hr
あ

っ
た
du
の
で
、

岡
山
{
正
事
只
率
鹿
課
税

だ 昭和58年 2月168一一一一 側 一

お知らせ固
定
資
産
税

え

課
税
台
帳
を
縦
覧

つ

3
月
1
日
1
3
月
辺
日

報
』

lA

資
産
税
標

f

g
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
6
・2
3
7

有
線
②

0
6
8
1

昭
和
五
十
八
年
度
固
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
る
評
価
額
な
ど
が
、
法
第
四

一

O
条
の
規
定
に
よ
り
決
ま
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
諜
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
の
で
、

御
覧
く
だ
さ
い
。

縦
覧
で
き
る
台
帳
・・・土
地
課
税
台
帳
、

土
地
補
充
課
税
台
帳
、
家
屋
課
税
台

帳
、
家
屋
補
充
課
税
台
帳
、
償
却
資

産
課
税
台
帳

縦
覧
湖
聞
と
時
間
:
三
月
-
日

ωか
ら

，，，
a円，

t
守

'

d
川口
A
U
w
e
'
d
、
月

νγ
品
り
品
川
砂
防
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市
へ
の
物
品
納
入

「
ヨ
也
事

R
h
p田
川
}旧
同

l

・
内
M
H延

2月3日は節分。各地で 「豆まき」ガ行

われましだ。ここ北向観音でも市長、ドラ

えもんの声の大山のぷ代さん、俳優の寺島

達夫さんなどガ、集まつだ善男善女に向か

つて元気よく 「豆まき」をしましだ。

服
の
あ
る
人
は
、
三
月
一
日
か
ら
四

月

一
日
ま
で

の
聞
に
、
文
書
で
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申

し
出
が
で
き
ま
す
。

税
負
担
の
調
整
・・・
昭
和
五
十
七
年
度
か

ら
、
土
地

の
固
定
資
産
税
は
、
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
り

一
定
の
負
担
調

繋
措
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

納
期
に
つ
い
て
:
・
昭
和
五
十
七
年
度
は
、

基
準
年
度
で
あ
り
国
会
の
審
議
な
ど

も
遅
れ
た
た
め
第

一
期
の
納
期
が
五

月
で
し
た
が
、
五
十
八
年
度
は
、
四

月
、
七
月
、
十
二
月
、
翌
年
二
月
末

の
四
納
期
で
す
。

市
育
英
会
の
m
初
年
度

奨
学
生
を
募
集

教
育
委
員
会
庶
務
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
4
5

有
線
②
0
8
6
1

資
格
・
:
①
昭
和
五
十
八
年
四
月
か
ら

高
等
学
校

(全
日
制
、
定
時
制
)
に

進
学
す
る
中
学
生
②
昭
和
五
十
八

年
四
月
現
在
、
高
等
学
校
に
在
学
し

て
い
る
生
徒

申
込
方
法
・
:
在
学
し
て
い
る
中
学
校
、

高
等
学
校
の
担
任
の
先
生
に
相
談
し

て
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
・・
・三
月
十
九
日
出

品
仇

@
広

・
・
書
阿
古
穴
ム
震

の

窃
計
論
議
問
貝
ム
Z
仇
i

、
事
俗
図
車
且

工
事
指
名
磁
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
「
建
設
工
事
参
加
資
格
審
査

申
請
」
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
次
に

よ
り
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
き

2
、
窓
口
取
扱
時
間
外
の
取
り
扱

い

①
窓
口
取
扱
時
間
外
で
あ
っ
て
も
、

次
の
郵
便
物
の
引
き
受
け
は
行

い

ま
す
。
⑦
料
金
後
納
と
す
る
日
刊

合
同
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

生
活
環
境
課
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

長
野
行
政
監
察
局
の
主
催
で
、
行
政

諸
般
に
わ
た
っ
て
の
相
談
と
、
園
、
県、

市
の
業
務
に
対
す
る
苦
情
、
要
望
な
ど

に
つ
い
て
の
合
同
行
政
相
談
所
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
二
月
二
十
五
日
幽
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時

と
ニ
ろ
:
・
上
回
西
武
庖
五
階
ね
む
の
木

広
場

(
駐
車
は
無
料
で
す
)

出
席
す
る
機
関
・・・長
野
行
政
監
察
局、

長
野
地
方
法
務
局
、
上
小
地
方
事
務

所
、
上
回
建
設
事
務
所
、
上
田
市
、

行
政
相
談
委
員

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

青
年
県
外
研
修
に

御
参
加
を

第
二
十
五
回
上
田
市
青
年
県
外
研
修

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
外
青
年
と

の
交
歓
会
を
と
お
し
て
、
そ
の
地
域
の

教
育
、
文
化
、
社
会
生
活
な
ど
の
実
態

を
知
る
こ
と
に
よ
り
青
年
団
体
活
動
の

推
進
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
御
参
加
く
だ
き

研
修
日
時
・:
三
月
五
日
出
・

六
日
日
の

一
泊
二
日

研
修
地
・・
・
栃
木
県
茂
木
町

応
募
資
格
:
・
現
在
、
青
年
団
体
や
サ
ー

ク
ル
に
加
入
し
て
い
る
人
及
び
団
体

活
動
を
希
望
す
る
人
で
、
二
十
歳
以

上
三
十
五
歳
未
満
の
市
内
に
お
住
ま

い
の
勤
労
青
年

募
集
人
員
・
:
二
十
名
(
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
)

選
考
方
法
:
・レ
ポ
ー
ト
及
び
書
類
審
査

申
込
方
法
:
・
二
月
二
十
八
日
間
ま
で
に

青
少
年
対
策
室
へ
お
申
し
込
み
く
だ

去
」
い
。

研
修
経
費
・
:
市
の
補
助
が
あ
り
ま
す
の

で、

個
人
負
担
は
五
千
円
程
度

￥、

m吋
偽
唱
1

1

0

ゐ
吹
A
疋
皐
匂
h
hh

川H
崎
、

首
予
約
別
院
川
ル
珍
多
官
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市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
」
の
提
出

管
財
際

宮
⑫
4
1
0
0

内
線

2
5
5
・2
5
6

昭
和
五
十
八
年
度
、
市
へ
物
ロ
聞
の
納
入

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
「
見
積
参
加
願
」

が
必
要
で
す
の
で
、
次
に
よ
り
御
提
出

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
:
・
二
月
二
十
八
日
開
。
期
日

ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
す
と
、
市
の
規

則
に
よ
り
資
格
審
査
を
し
、
見
積
参

加
業
者
名
簿
に
掲
載
し
ま
す
。

提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
・
:
管
財
課

(
市
役
所
本
庁
舎
三
階
)

必
要
書
類
:
①
見
積
参
加
願
②
営
業

概
要
調
書
③
事
業
経
歴
書
④
納

税
証
明
書
(
事
業
税
、
市
町
村
民
税
、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
)
の
各

一
通用

紙
は
管
財
課
に
あ
り
ま
す
。

だえつ一(11)一一一ー昭和58年 2月16日 広報

建
設
工
事
入
札

「
参
加
願
」
の
提
出

管
理
標
庶
務
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
4
3

昭
和
五
十
八
年
度
、
市
関
係
の
建
設

工
事
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
「
建
設
工
事
参
加
資
格
審
査

申
請
」
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
次
に

よ
り
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

必
要
書
類
・
・
①
建
設
工
事
参
加
資
格
審

査
申
請
書
、
②
市
税
完
納
証
明
書
、

③
代
表
者
の
身
分
証
明
書
、
④
経
営

事
項
審
査
申
請
書
の
写
し
、
⑤
委
任

状
ま
た
は
社
内
規
則
、
⑥
建
設
業
退

職
金
共
済
組
合
加
入
証
明
書
(
加
入

者
に
限
る
)

提
出
期
間
:
・
三
月
一
日

ωか
ら
三
月
三

十
一
日
附
ま
で

提
出
先
・
・
・
管
理
課
庶
務
係

郵
便
局
の

窓
口
取
扱
時
聞
が
変
更

上
田
市
内
の
郵
便
局
の
「
郵
便
」
及

び
「
電
報
事
務
」
の
窓
口
取
扱
時
聞
が
、

一
一
月
十
四
日
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

〈
上
田
郵
便
局
V

1
、
窓
口
取
扱
時
間

マ
平
日
:
・
午
前
九
時

i
午
後
七
時

マ
土
曜
日
・
・
・
午
前
九
時
l
午
後
三
時

マ
日
曜
日
・
休
日
:
・
取
り
扱
い
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
日
曜
日
に
休
日
が

連
続
し
た
場
合
の
休
日
は
、
午
前

九
時
か
ら
午
後

O
時
三
十
分
ま
で

取
り
扱
い
ま
す
。

2
、
窓
口
取
扱
時
間
外
の
取
り
扱
い

①
窓
口
取
扱
時
間
外
で
あ
っ
て
も
、

次
の
郵
便
物
の
引
き
受
け
は
行
い

ま
す
。

⑦
料
金
後
納
と
す
る
日
刊

の
新
聞
及
び
官
報
④
速
達
郵
便

物
及
び
引
受
時
刻
証
明
郵
便
物

@
外
国
あ
て
航
空
郵
便
物
及
び
別

配
達
郵
便
物

②
私
書
箱
配
布
郵
便
物
及
び
不
在
留

置
郵
便
物
並
び
に
局
留
置
郵
便
物

な
ど
の
交
付
は
次
の
時
間
も
取
り

扱
い
ま
す
。

マ
平
日
・
・
・
午
前
八
時

i
午
後
八
時

マ
土
曜
日
・
:
午
前
八
時

i
午
後
五
時

マ
日
曜
日
・
休
日
・
:
午
前
九
時
i
午

後

O
時
三
十
分

3
、
貯
金
・
保
険
の
窓
口
取
扱
時
間
は

従
来
ど
お
り
で
す
。

〈
集
配
郵
便
局
V

(

別
所
、
塩
田
、
東
塩

田
、
浦
里
、
川
辺
、
大
屋
、
殿
城
)

マ
平
日
:
・
午
前
九
時

i
午
後
五
時

マ
土
曜
日
:
・
午
前
九
時

1
午
後

O
時
三

十
分

マ
日
曜
日
・
休
日
:
・
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

〈
無
集
配
郵
便
局
〉

従
来
ど
お
り
で
す
。

上回築城400年祭
シンボルマークを募集
真田の紋どころ六連銭

をアレンジした新しいセ

ンスのシンボルマークを

お寄せください。詳しくは

観光課(四②4100内線608)

まで、お問い合わせくだ

さい。

研
修
経
費
・
・
・
市
の
補
助
が
あ
り
ま
す
の

で
、
個
人
負
担
は
五
千
円
程
度

3月の乳幼児健康診査
昭和58年 3月の乳幼児健康診査を下記により行います。受付

時間は、いずれも午後 1時から 2時。

母子健康手帳をお持ちください。

~ ‘ 場 健 診 実施日 対 象 児

4か月児
3月1日 57年10月16日-10月31日生

3月16日 57年11月1日-11月15日生

10か月児
3月2日 57年 4月16B-4月30日生

3月17日 57年 5月1日-5月15日生
上 田 市 保 健セ ン ター

3月3日 56年 8月16日-8月31日生
1歳6か月児

3月18日 56年 9月1日-9月15日生

3歳児
3月4日 55年 2月1日-2月15日生

3月10日 55年 2月16日-2月29日生

4か月児
3月8日

57年10月16日-11月15日生

塩田母子健康セ ンター 10か月児 57年 4月16日-5月15日生

(塩田地区) 1議6か月児 3月22日 56年 7月16日-9月15日生

3歳児

4か月児 57年10月16日-11月15日生

川西社会福祉センター 10か月児 3月9日 57年 4月16日-5月15日生

(川西地区) 1歳6か月児 56年 8月16日-9月15日生

3歳児
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人
権
擁
護
委
員

5
名
の
皆
さ
ん

γ

人
権
擁
設
委
は
に
次

の
丘
名
の
皆
さ

ん
が
、
一

月
十
五
日
、
法
務
大
臣
か
ら

会
制
さ
れ
ま
し
た
。

砥
石
陣
次
さ
ん
(緑
が
丘

一
・
再
任
)、

田

口

玲

さ

ん

(中
央
六

・
同
)
、
小
出

一
則
さ
ん
(中
吉
田
・
同
)
、
坂
井
太
釘

えつ

臨臨調盟議謹 @

広 報

ョ
委
嘱

美
さ
ん
(常
国
二

ん

(
築
地

・
同
)

ほ
か
に
、
次
の

人
権
擁
護
委
員
と

ま
す
。

清
水
幹
崇
さ
ん

同
)
、
飯
島
英
子
さ

七
名
の
皆
さ
ん
が

し
て
活
躍
さ
れ
て

い

岩
門
)
、
坂
田
竪

今月は保険料(2・3月分)の納期月
1月I;t.、57年度最後の国民年金保険料(第 6期)の納期月です。

〈れずにお納めくださるようお願い します。 もし、これまでに

捕の分があ りま したら、それも合わせ て完納されるようお願

します。

保険料は所得から控除されます
所得税の申告時期になりましたが、すでに納めた国民年金の

徽料は 「社会保険控除」と して、所得から控除されます。

4月に前納された方(控除額) 61.130円

叫boAf.金

①ま

61，200円と58年 1月分まで完納された方(控除額)

を納めた方(控除額)

たは②へ(納めた月数X400円)を加算

さ
ん

(大
屋
)
、
朝
日
松
司
さ
ん

(
千
曲

目

町
)
、
小
池
恭
平
さ
ん
(手
塚
)
、
橋
詰
藤

山

雄
さ
ん

(鈴
子)、

横
山
勇
司
さ
ん

(
仁

古
田

)、

小
泉
義
雄
さ
ん
(上
小
島
)

人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
憲
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る
国
民
の
基
本
的
人

権
、
す
な
わ
ち
生
命
、
自
由
お
よ
び
幸

福
追
求
な
ど
の
権
利
が
犯
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
監
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
権
利
が
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
救
済
の
た
め
速
や
か
に
適
切
な
処

置
を
と
る
な
ど
、
住
み
よ

い
社
会
を
つ

く
る
た
め
活
動
き
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ

ん
、
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

年金のテレビ広報番組
提供のテレビ広報番組「きょうの健康あすの年金」

送(NBS)で放映されま す。

国民
社会保険庁

:、長野放

時放映 日ーマアさ放

毎週土曜日

午前 7fJ寺30分

-7時45分

け出はすみやかに年金受給者現況届

し出ましょう年金選択

金にも税金が !?

年金課年金係官⑫ 4100内線284・有線②0711>

不用昂の突換で

むだのない生活を/

生活環境課では、不用品の紹介・

あっせんを しています。

お気軽に御利用下さい。

ト
b

・

『

aM

d
L
ab

・
現
一
さ

日
一
だ

7
E
ど、

丹
一
て

十
u
-

つずゆ

子供のおもち ゃ

カラーテレビ

冷凍冷蔵庫

ラジオカセット

洗濯機

二段ヘ ッド

和文タイプ

マンドリン

事務机

天体望遠鏡
500X 

スパイクタイヤ 10 

軽自動車用カバー

応接セ y 卜

タフソレえッ ド

石油ストーブ

不用品登録情報(主なもの)

〈希望価格〉

3，500円

2，000円

3，000円

5，000円

5，000円

5，000円

40，000円

30，000円

1，000円

5，000円

10，000円

5，000円

2，000円

ゆずります

コート

λトーブ

~^オー 7' ン
13-ル

円着物

lo'lt 3人用

1:I!t]メラ 1回使用

if.t/(イク 1年使用

7ンス 25年使用

l:t物慢

l‘機 10年前

1)こたつ

7ドト靴 12年前、27cm

ゅうぶんに活用できる不用品は、

どんなものでも登録しましょう。

H税イIe)

(ー 21)

(ー 12)

(- 9) 

(+ 28) bすりたい品物、 ゆず ってほしい品物がみりましたら、生活

知生活係 (ft⑫ 4100内線301)へお気軽に御連絡を。
日 f~ l去の トラブルなどについては、責任を負いかねますので
面7攻く ださい。
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